
 「ブナと生きるまち 雪と暮らすまち」を理念に、この地に受け継がれてきた自然・歴史・

文化・暮らし・産業などの地域特性を活かした町づくりを進め、健全な自然環境を次世代に

確実に引き継ぐために、２００７年に「自然首都・只見」宣言を行ないました。 

その宣言に基づく取組み等が評価され、2014 年に自然と人が共生する国際モデル地域、

「只見ユネスコエコパーク」に登録されました。 

 以降、只見地域の豊かな自然環境と野生生物を守りながら、この地で育まれた伝統的な生

活文化を維持しながら継承する、豊かで持続可能な地域社会の発展を目指す取組みを推進し

ています。 

現在、国際社会では、2030 年までに生物多様性の損失を止め、反転させ、回復軌道に

乗せる「ネイチャーポジティブ」を目指す国際目標が掲げられています。 

只見町はその動きに参画し、ネイチャーポジティブの実現を目指すことを宣言します。 
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